


したいニーズを満たすには、来場者が「立体的

に」存在する商談会が最適です。

「思い込み」の解消

　商談会の来場者が、心の中に持ち帰るものは

いろいろあります。商品を実際に触った感覚や、

栽培に携わった生産者とじっくり話して得られる

「腑に落ちた」感、他社の商品と比較してみて、

どれが自分にあっているかを知ることのできる

納得感などです。

　では、出展者にとっての一番のメリットはなん

でしょうか。私たちは、「意外性」、「新たな発

見」、こんなキーワードで表現される実体験だと

考えています。

　前回の出展者からはこんな話を伺いました。

「自信を持って開発した新商品をブースの真中

に飾ったが、バイヤーの引き合いが一番多かっ

たのは、端に置いていた３番手商品だった」。毎

日消費者と接しているバイヤーの目線は、案外

思わぬところにあるようです。商談会に出展して

多くの人の話を聞くことは、自社商品に対する思

い込みをなくし、謙虚に販売戦略を見つめ直せ

る貴重な機会となります。

　商談会は、さまざまな経営課題解決のヒントに

出会える場です。同業他社の商品や売り方と自

分自身とを比較するだけでも新たな発見があり

ます。こうした優れたメリットを持つ商談会に参

加してみてはいかがでしょうか。

第２回「アグリフードＥＸＰＯ２００７」全国
ブロック別説明会のお知らせ

　

　今年8月28日（火）～29日（水）の２日間、東京

ビッグサイトにおいて、第２回「アグリフードＥＸＰ

Ｏ２００７」を開催します。

　これに先立ち、全国説明会を６月上旬に開催

し、本商談会に関する皆様の疑問・質問にお答

えします。説明会への参加は無料ですので、是

非お誘いあわせの上、ご参加ください。

　詳細と参加お申込みは、アグリフードＥＸＰＯ公

式ホームページ

（http://www.exhibitiontech.com/afx）にて。お問

合せは、お近くの公庫支店又は本店顧客支援

部（電話：０３－３２７０－４１１６、担当：濱野、齋

藤）まで。

「ビジョン」識者からのご意見

　今回作成された「日本農業法人協会ビジョン」

は、今までの農業関係団体・機関から発せられ

た文書とは異なる、二つの特徴があります。

　第１は、当事者の皆さんが、自らの目標を設定

し、さらに目標時の未来像を極めて具体的に語

った点にあります。「世界最高品質の農業経営

を実現し、その成果によって社会を幸福にする」

という「攻め」の姿勢の目標設定は、当事者から

の発言だけに迫力があります。また、「農業が若

者の将来就きたい職業の第１位となる」「社会全

体が農地の役割や大切さを共有する」等の未来

像は、vision（＝こころに描く像）に相応しい内容

だと思います。私は、組織や地域の「ビジョン」

は、最終的には新しい仲間を集める「募集パン

フレット」にもなるべきと考えておりますが、まさ

にこれから農業に関わりたいと思う若者の心に

響く未来像だと思います。

　第２の特徴は、具体的的な方向性の提起に関

しては、一貫して「農業者自らが解決することが

できる課題」と「関係者では解決が難しい課題」

の両者が論じられている点にあります。各項目

で「農業者の責任」「農業者が担うべき」などの

ように、こうした文書ではあまり見られない厳し

い調子の前者（農業者自らが解決することがで

きる課題）の記述は、後者の国民的課題・国政

的課題の輪郭をくっきりと浮かび上がらせること

に成功していると思います。

　こうした２つの特徴を持つビジョンををサーチラ

イトとして、会員の皆さんの経営・活動がさらに

力強く前進されることを期待しております。

　　（明治大学農学部教授　小田切  徳美）

　　アグリビジネス経営塾　第332号

　　本紙に関するお問合せは下記までお願いします。
　　社団法人日本農業法人協会
　　　(HP:http://www.hojin.or.jp/)
　　TEL：03－5156－0365／FAX：03－5156－0366
　　MAIL：juku@hojin.or.jp

　　　（社）日本農業法人協会　2006
　　本紙掲載記事の無断転載を禁じます。
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